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の角分布であろう｡ すなわち, 後者においては, 散乱角 900に対 してほぼ対称的な角分布が予想されるの




直接反応過程の研究の初期においては, 理論的には平面波近似, いわゆる Born 近似を用いて解析され
た｡ しかしながら, 入射粒子および放出される粒子に対する核の平均場の影響は, かなり大きいはずであ
るから, 理論的には最初から平均場の影響を考慮に入れた歪曲波を用いなければならない｡ すなわち, 少
なくとも核反応過程は歪曲波から歪曲披- 遷移するとして取り扱われなければならない｡ これが, いわゆ
る歪曲披 Born 近似の方法である｡
著者岡井末二は従来より, このような歪曲披 Born 近似による核反応の研究を進めていたのであるが,
最近, この問題は, 核子が核によって散乱される場合のスピン偏極の問題にも密接に関係があることに気







この裏式から, 一定の条件のもとで, 核の影響が入射粒子に対して大であって, 放出粒子に対 しては無
視できるような場合, およびその反対の場合において, スピン偏極の大きさが等しく向きが反対になると
いう結論を得ている｡ また, 入射および放出粒子に対する核の影響が近似的に等しいとおける場合, スピ
ン偏極の効果は, ほとんど完全に相殺されることも明らかにしている｡
重水素の stripping reaction に対 しては, すでに N ew ns がスピン偏極と残留核の構造との相関を研究
しているが, 彼の計算は実験と矛盾する結果を与えている｡ 著者はその主論文において, まず, この矛盾
を半古典的な模型を用いてきわめて明確に解決している｡ 次に, その推論に量子力学的な裏づけを与えた
のがこの主論文の主な部分となっている｡
著者の得た結論によれば, 重水素核の stripping reaction におけるスピン偏極は, 入射重水素核に対す
る核の影響が大きく, 放出される核子に対する核の影響が無視できるほど小さいという事情によるもので
あることが明らかにされる｡
この主論文に展開されたスピン偏極と歪曲波との問の関係に関する推論は, stripping reactions のみで
なく, 直接過程と考えられるあらゆる反応に適用されるものであって, 著者は, 特にその一例として, 罪
弾性散乱において放出される核子がスピン偏極をもつ可能性のあることを指摘している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
主論文は, 近時原子核物理学において, 重要な問題となってきた核反応における核子のスピン偏極を取
り扱ったものであって, 著者間井末二はこの問題において, 入射核子と核, および放出される核子と核と
の問の作用がいかなる役目を果たすかを, 歪曲波 Born 近似の方法を用いて詳しく論じている｡ 得られた
結果はきわめて自然なものであって, 現在までこの問題についていわれていたパラドックスをみごとに解
決したものとして注目に値するものである｡ なお, ここに得た結果は, 今後スピン偏極の拝飛雲を解析する
場合重要な手がかりを与えるものとして利用されるところ大であろう｡
参考論文その 1 は佐野光男との共著になるものであるが, 重水素核の stripping reactions における角分
布から核の配位混合の度合いを定めようという試みであって, そのきわめて巧妙な着想と得られた結果の
高い信用度についてはすでに定評のあるところである｡




問題を巧みな着想によって手ぎわよく処理 しており, 原子核理論の発展に寄与するところ少なくない｡ よ
って, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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